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下
斗
米
伸
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
和
田
） 
一
下
斗
米
伸
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て法学
部
長　
和　
田　
幹　
彦
　
下
斗
米
伸
夫
先
生
は
、
一
九
八
八
年
に
法
政
大
学
法
学
部
に
教
授
と
し
て
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
二
〇
一
九
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
我
が
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
三
一
年
に
わ
た
り
、
ご
専
門
で
あ
る
当
時
の
ソ
連
か
ら
後
の
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
諸
国
）
の
近
現
代
政
治
史
・
政
治
学
を
中
心
に
ご
研
究
を
進
め
ら
れ
、
輝
か
し
い
ご
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
学
部
生
・
大
学
院
生
の
教
育
、
さ
ら
に
は
学
内
行
政
に
お
い
て
も
法
学
部
長
職
も
含
め
て
、
多
大
な
ご
貢
献
を
な
さ
っ
た
こ
と
も
特
筆
に
値
し
ま
す
。
　
先
生
は
、
一
九
四
八
年
に
札
幌
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
六
七
年
の
東
京
大
学
入
学
時
に
、
第
二
外
国
語
と
し
て
当
時
は
学
習
者
が
少
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
語
を
選
択
な
さ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
研
究
者
と
し
て
の
選
択
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
、
と
先
生
ご
本
人
が
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
九
七
一
年
に
東
京
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
と
同
時
に
、
同
大
学
の
大
学
院
に
進
学
さ
れ
、
ソ
ビ
エ
ト
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
溪
内
謙
教
授
の
ご
指
導
の
下
、
研
究
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
年
後
に
は
修
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
修
士
論
文
に
つ
い
て
は
、
後
述
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
博
士
課
程
に
進
学
な
さ
っ
た
後
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
年
間
、
文
部
省
に
よ
る
留
学
で
、
ご
本
人
い
わ
く
「
組
合
の
研
究
所
と
モ
ス
ク
ワ
大
学
寮
に
落
ち
着
く
」
こ
と
が
で
き
、
学
問
で
は
最
大
の
公
共
図
書
館
レ
ー
ニ
ン
図
書
館
が
利
用
で
き
た
こ
と
が
非
常
に
研
究
に
役
立
っ
た
そ
う
で
す
。
　
ご
帰
国
の
後
は
、
早
々
と
一
九
七
八
年
に
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
、
法
学
博
士
号
を
政
治
学
の
分
野
で
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
法
学
志
林　
第
一
一
七
巻　
第
三
・
四
号
合
併
号 
二
博
士
論
文
は
、
四
年
後
に
堂
々
と
東
大
出
版
会
か
ら
『
八
二
年
ソ
ビ
エ
ト
政
治
と
労
働
組
合
│
│
ネ
ッ
プ
期
政
治
史
序
説
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
で
日
本
の
ソ
連
研
究
学
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
　
同
年
、
一
九
七
八
年
に
は
早
く
も
成
蹊
大
学
法
学
部
に
講
師
と
し
て
ご
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
学
在
任
中
に
は
、
一
九
八
三
年
か
ら
二
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
ロ
シ
ア
東
欧
研
究
セ
ン
タ
ー
で
客
員
研
究
員
と
し
て
研
究
を
お
進
め
に
な
り
ま
し
た
。
ご
帰
国
さ
れ
た
一
九
八
五
年
に
は
成
蹊
大
学
法
学
部
で
教
授
に
昇
任
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
　
そ
し
て
一
九
八
八
年
、
我
が
法
政
大
学
法
学
部
に
、
比
較
政
治
ご
担
当
の
教
授
と
し
て
就
任
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
・
史
料
に
も
基
づ
く
ご
論
文
を
次
々
と
公
刊
さ
れ
、
そ
の
洞
察
と
鋭
い
分
析
は
国
内
外
の
学
界
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
二
年
か
ら
二
年
間
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
シ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
と
な
ら
れ
、
そ
の
間
に
は
一
九
九
三
年
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
の
招
請
研
究
員
も
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
帰
国
後
に
、
一
九
九
八
年
か
ら
三
年
間
、
朝
日
新
聞
客
員
論
説
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
こ
と
は
、
読
者
の
皆
様
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
下
斗
米
先
生
ご
自
身
も
、「
論
説
委
員
と
し
て
ロ
シ
ア
関
連
社
説
の
下
書
き
や
論
評
を
書
い
た
こ
と
は
、
学
会
の
枠
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
の
学
者
に
は
い
い
刺
激
と
な
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
国
内
で
の
学
会
活
動
と
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
年
間
、
日
本
国
際
政
治
学
会
の
理
事
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
学
界
に
大
き
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。
　
下
斗
米
先
生
の
ご
専
門
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
私
は
専
門
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
し
も
正
確
に
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
当
初
の
修
士
論
文
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
、
ソ
ビ
エ
ト
初
期
政
治
史
上
の
大
論
争
で
あ
っ
た
労
働
組
合
論
争
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
こ
の
ご
論
文
を
完
成
さ
れ
た
下
斗
米
先
生
は
、
博
士
課
程
に
進
学
し
た
も
の
の
、
こ
の
時
の
史
料
不
足
を
実
感
な
さ
り
、
そ
の
修
士
論
文
を
二
〇
一
七
年
ま
で
公
刊
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
や
ボ
ル
ガ
に
強
固
な
古
儀
式
派
（
ラ
ス
コ
リ
ニ
コ
フ
）
と
い
う
宗
教
的
異
端
派
と
労
働
問
題
の
関
係
を
、
先
生
は
今
世
紀
に
な
っ
て
改
め
て
注
視
な
さ
り
、
当
下
斗
米
伸
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
和
田
） 
三
時
の
修
士
論
文
を
「
完
成
」
な
さ
っ
た
の
が
、
本
誌
『
法
学
志
林
』
に
掲
載
さ
れ
、
後
に
『
神
と
革
命
』（
筑
摩
選
書
）、
二
〇
一
七
年
に
所
収
さ
れ
た
ご
論
文
で
す
。
　
博
士
論
文
以
後
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
本
格
的
な
研
究
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
九
八
〇
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
自
主
管
理
労
組
が
生
ま
れ
、
朝
日
新
聞
に
乞
わ
れ
て
、
市
民
社
会
と
党
の
狭
間
の
組
合
の
苦
悩
と
い
っ
た
角
度
か
ら
こ
の
運
動
を
慧
眼
を
以
て
ご
支
持
さ
れ
た
ご
論
文
も
執
筆
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
直
後
に
、
一
九
八
二
年
前
後
モ
ス
ク
ワ
の
短
期
の
史
料
収
集
に
赴
か
れ
た
際
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
一
九
三
二
年
の
北
カ
フ
カ
ス
で
飢
饉
が
お
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
地
方
党
内
秘
密
文
献
を
発
見
な
さ
っ
て
発
表
さ
れ
た
ご
論
文
が
き
っ
か
け
で
、
下
斗
米
先
生
の
ご
研
究
は
世
界
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
　
こ
う
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
研
究
を
進
め
ら
れ
た
下
斗
米
先
生
に
転
機
が
訪
れ
た
の
が
、
一
九
八
五
年
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
誕
生
直
後
に
短
期
な
が
ら
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
初
期
に
モ
ス
ク
ワ
に
滞
在
な
さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
ソ
連
崩
壊
に
至
る
過
程
で
、
下
斗
米
先
生
は
ソ
連
の
歴
史
研
究
か
ら
、
ロ
シ
ア
と
元
ソ
連
諸
国
の
現
代
問
題
を
分
析
さ
れ
る
研
究
へ
と
進
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
も
、
ソ
連
の
研
究
は
続
き
、
中
で
も
東
大
出
版
会
か
ら
一
九
八
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
ソ
連
現
代
政
治
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
研
究
は
、
い
く
つ
も
の
ご
論
文
に
結
実
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
ご
著
書
は
、
一
九
八
八
年
の
『
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
』（
岩
波
新
書
）、
一
九
九
〇
年
の
『「
ペ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
を
超
え
て
』（
朝
日
新
聞
社
）、
そ
し
て
一
九
九
二
年
の
『
独
立
国
家
共
同
体
へ
の
道
』（
時
事
通
信
社
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
学
界
で
は
富
に
有
名
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
三
部
作
」
と
い
う
呼
称
す
ら
付
い
て
お
り
ま
す
。
　
前
述
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
か
ら
ご
帰
国
後
は
、
改
革
の
矛
盾
を
見
据
え
た
ロ
シ
ア
論
、
旧
ソ
連
地
域
論
を
研
究
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ロ
シ
ア
・
旧
ソ
連
改
革
に
つ
い
て
は
一
九
九
二
年
に
『
独
立
国
家
共
同
体
へ
の
道
』、
一
九
九
八
年
に
は
東
大
出
版
会
か
ら
『
ソ
連
現
代
政
治
』
を
大
幅
に
書
き
直
し
た
初
め
て
の
『
ロ
シ
ア
現
代
政
治
』、
そ
し
て
筑
摩
書
店
か
ら
『
ロ
シ
ア
世
界
』
を
上
梓
な
さ
り
、「
ソ
法
学
志
林　
第
一
一
七
巻　
第
三
・
四
号
合
併
号 
四
連
学
」
と
切
り
離
さ
れ
た
時
点
で
の
「
ロ
シ
ア
学
」
の
体
系
化
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
　
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
朝
鮮
戦
争
の
史
料
を
分
析
し
た
ア
ジ
ア
学
者
の
ト
ル
ク
ノ
フ
の
著
作
を
ご
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ア
ジ
ア
冷
戦
研
究
を
本
格
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
紙
幅
の
制
約
か
ら
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
ご
高
著
『
ア
ジ
ア
冷
戦
史
』、『
モ
ス
ク
ワ
と
金
日
成
』、
そ
し
て
『
日
本
冷
戦
史
』
の
再
び
の
「
三
部
作
」
は
、
こ
の
こ
ろ
の
ご
研
究
の
結
晶
で
あ
ら
れ
ま
す
。
　
そ
し
て
法
政
大
学
ご
在
職
の
最
後
の
頃
と
な
る
二
〇
一
七
年
に
、
前
述
の
修
士
論
文
を
大
幅
に
補
筆
さ
れ
た
『
神
と
革
命
』
を
完
成
、
ご
公
刊
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
　
ご
定
年
後
の
今
後
も
、
ソ
連
史
研
究
、
ロ
シ
ア
学
、
ア
ジ
ア
学
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
多
角
的
見
地
か
ら
の
ご
研
究
に
お
い
て
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
同
僚
の
一
人
と
し
て
、
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
一
層
の
ご
活
躍
を
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。
　
先
生
の
学
内
外
で
の
貢
献
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
は
、
ご
退
職
直
後
の
本
二
〇
一
九
年
度
初
頭
に
、
先
生
を
名
誉
教
授
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
大
学
よ
り
そ
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
　
後
輩
同
僚
で
あ
る
私
の
私
的
印
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
ぜ
ひ
、
先
生
の
気
さ
く
な
、
ど
な
た
か
ら
で
も
好
か
れ
る
ご
性
格
に
つ
い
て
の
小
さ
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
す
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
先
生
は
、
ソ
連
研
究
・
ロ
シ
ア
学
の
世
界
的
な
権
威
で
あ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
話
し
す
る
と
き
は
私
の
よ
う
な
若
造
に
対
し
て
さ
え
常
に
謙
虚
で
あ
ら
れ
ま
し
た
。
法
政
大
学
は
、
少
な
く
と
も
法
学
部
で
は
「
辞
令
」
交
付
な
ど
と
い
う
「
儀
式
」
的
な
も
の
は
、
私
が
就
任
し
た
一
九
九
六
年
の
当
初
は
存
在
す
ら
せ
ず
、
そ
の
後
も
堅
苦
し
く
は
行
わ
な
い
自
由
闊
達
な
場
で
す
。
し
か
し
、
今
年
度
、
下
斗
米
先
生
に
名
誉
教
授
称
号
授
与
の
証
書
を
、
今
ま
で
多
く
の
先
生
が
ご
希
望
さ
れ
た
よ
う
に
、
郵
送
に
な
さ
い
ま
す
か
、
と
お
伺
い
し
た
際
に
、
教
職
の
た
め
の
特
別
科
目
の
た
め
本
年
度
も
特
に
週
一
度
、
本
学
に
お
い
て
教
鞭
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
先
生
は
、
驚
い
た
こ
と
に
若
輩
の
私
が
「
法
学
部
長
」
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
、
私
の
下
斗
米
伸
夫
教
授
定
年
退
職
記
念
号
に
寄
せ
て
（
和
田
） 
五
手
ず
か
ら
こ
の
証
書
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
許
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
の
日
の
先
生
の
、
い
つ
も
な
が
ら
の
に
こ
や
か
な
笑
顔
と
、
実
は
震
え
る
手
で
大
先
輩
の
世
界
的
研
究
者
に
証
書
を
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
自
分
の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
の
長
年
の
法
政
大
学
で
の
中
で
も
、
大
切
な
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
本
誌
は
、
下
斗
米
伸
夫
先
生
の
偉
大
な
業
績
と
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
法
政
大
学
、
こ
と
に
法
学
部
へ
の
ご
尽
力
に
対
し
て
、
法
学
部
教
授
会
一
同
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
込
め
て
先
生
に
捧
げ
る
も
の
で
す
。
